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Ⅰ．はじめに 
私たちは母親のお腹の中にいる時から周りの音や母親の声などを聴いている。それは母
親がモーツァルトなどのゆったりした音楽を聴くとお腹の中の赤ちゃんが落ち着いている
のに対し、ベートーヴェンなどの激しい曲を聴くと興奮したりすることから見てもわかる。 
生を受けてからは成長するにしたがって、いやおうなしに周りに様々な音楽があふれる
ようになる。特に身近な大人たちが歌を歌って聴かせたり、保育園などで先生が歌を歌っ
たりするのを聴いたりするところから歌を聴く機会が増える。 
それは歌はまず何も楽器がなくても歌うことが出来、子どもたちが触れ合える一番身近
な音楽を聴く手段であるからである。 
現在の溢れる音楽の中にいる子どもたちに情緒豊かな大人に育てる為には、出来るだけ
正しい発声の美しい声で、様々な曲を表現豊かに聴かせることが出来る保育者を育てるこ
とが必要になってくる。 
 
Ⅱ．美しい声とは何か 
美しい声とは正しい発声によってもたらされる。それは誰が聴いてもストレスを感じず、
聴く人の心に届く声である。それは余計な力が体のどこにも入らず、深いブレスと体の共
鳴する部分に響かせながら歌う時にできるのである。人はその人が一番良い声をかならず
持っており、その声で高い音域から低い音域まで出せるようにトレーニングし、できるよ
うになると曲の表現にもつながってくる。 
 
 
33 
 
Ⅲ．正しい発声とは何か 
 正しい発声に一番必要な物は まずブレスである。しかし歌を歌いたい気持ちが先行し、
ブレスの方法がおざなりにされてしまいがちで、勘違いされた発声の歌を聴かされるとし
たらその歌を聴く子どもたちは歌や声を好きになるのも難しいことになってしまう。 
 
Ⅳ．正しい声の出し方とは何か 
余計なところに力が入らず、口内を開け、響かせて歌うことが出来れば声は共鳴しなが
ら聴く人のところに届く。 
次に歌の曲を理解し研究しどのように演奏したら聴く人の心に届くのか、言葉の意味や
ニュアンスを出せるように勉強する。 
以上の事が歌を歌う為には必要であり、その方法を下記のように学生達に実践している。 
 
Ⅴ．ブレスの方法 
１．片方の鼻の穴を同じ方の手の１の指で押さえ、開いている鼻からへその少し下方奥の
丹田を目指し息を吸ってみる。女性は普段何気なく肺で浅く息を吸っていることが多い。 
２．深く吸った後に口を少し小さくすぼめ息を吐いてみる。長く息を吐くことができる。
今度は吸った息で広がった背中を保ちながら息を吐いてみる。すると下腹部がへこんで
いくのを感じる。丹田に空気を入れようと吸った時に、背中が広がるのを感じるはずで
ある。その時の広がりを保ちながら息を吐いていくのである。それを毎日２０回程練習
する。 
よくわからない場合、口をストローで飲み物を吸う時のようにすぼめたまま、思い切
り丹田をめざし息を吸ってみると背中に空気が入る感じがわかる。そのまま口をすぼめ
先ほど吸った空気を思い切り吐いてみる。その時丹田を意識する。これも２０回程繰り
返し練習する。 
吸った空気を長く保つ為には、支えが必要である。そのためにお尻の穴の周りを意識
してみたり、足の後ろ側の筋肉を意識する。 
 
Ⅵ．声の出し方 
１．すった息を、「溜め息」をするようにハーと出してみる。その時にブレスの方法２で述
べた背中の空気を保ちながら出す。５、６回練習する。背骨を中心に太い煙突のような
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管の中を空気が通っていくのを感じることが出来る。 
２．吸った息を声にしてみる。アー、エー、イー、オー、ウーと順番に母音で歌ってみる。
鏡で見て確認してみるとよくわかるが、自分の指２本を縦に並べたくらい口が開いてい
ない場合、割り箸を割らない状態のものを横にして立て、口内に入れて太い方を奥歯で
軽く噛んでみると奥歯が意外と開いていていないことを感じることができると思う。割
り箸を噛んだまま、うえの奥歯を上に開ける感じをつかみながら声を出してみる。これ
で口内を開けることが出来るようになる。 
声は喉の奥、それよりも後ろから出しているように感じながら出すと良い。 
母音はその喉の奥の同じところで発声するようにすると高音域から低音域まで同じ
声が出せるようになってくる。 
３．鼻空共鳴。花の良いにおいをかぐように息を吸った時、鼻の奥が上に開くのを感じる
ことが出来る。その鼻が開いた状態を保ちながら喉も開け、鼻の空間に響かせながら声
を出す。 
以上のことに気をつけながら、まず声を遠くに届けるよう練習する。 
 
Ⅶ．歌の歌い方 
歌には詞がほとんどの曲にある。言葉の内容や前後から感じるものを表現し伝える。 
悲しみや嬉しさ楽しさなど様々な言葉の内容から来るニュアンスを歌しにてみる。 
１．まず歌詞を声に出してよく読む。言葉の意味を一つ一つ考えながら言葉から浮かぶ景
色や情景、空気感など歌い方のヒントになるものが解るはずである。 
２．旋律や伴奏などの音楽から感じるものがあるか、旋律を母音などで歌ったりして感じ
取る。歌は歌詞が先に出来ているものが多いが旋律だけにすると別なものを感じる場合
もある。伴奏にも演奏のヒントがある場合もある。 
 
Ⅷ．様々な音楽との出会い 
高校の音楽で学んできた以外にも世界には素晴らしい歌がある。今までの自分の知って
いる歌だけでなく、イタリア歌曲やドイツ歌曲など様々な美しい世界の音楽を知り、歌っ
たりすることが新たな感受性や表現に繫がっていると思われる。 
なかなか触れ合うことの無い世界の様々な歌などにも触れ、感動することが学生の情緒
を豊かにし、その心が歌を歌う時に表情豊かな演奏が出来ることになる。しかし現代の学
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生達の周りの歌のジャンルも様々ではある。そのなかで学生達自身が感動したりした音楽
も大切だが、それだけにとらわれず、少しでも多くの歌を知り、勉強し、感動することが
大切である。 
 
Ⅸ．おわりに 
以上のことを学生に実践してみて、以前は口を開ける方法も分からなかった学生が試験
等のときには、力を抜いた美しい響く声を使い、表情豊かに表現できるようになる様子を
見て取ることができる。 
正しい発声が出来るということは、それぞれの人が持っている一番美しい声が出せるの
であり、それはさまざまな歌を情緒豊かに演奏し、子どもたちの心に届く歌が歌えるので
ある。心を込めた歌を聴かせることがきっと子どもたちの情操教育にも役立つはずである。 
また、感情を直接的に表現できるのは歌を歌うことの持ち味であるが、それはピアノな
どの曲の演奏の表現にも大きく影響しているといえる。 
ピアノなどの楽器を演奏するためにも歌の「表現する力」は必要であり、また子どもた
ちに指導したりする場合には特に歌は身近で必要な物になる。 
その「表現する力」を実習などを通し、より磨き、その演奏を聴いた子どもたちがより
豊かな人に育つために役立てて欲しい。 
 
 
